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ζこに南淡路と申した地域は大伴福良湾を真中に西| との関係、換言す・ると、海藻の垂直分布については色
は弁天島、東は洲本市に至る海岸を指す。過ぐる昭和 1-'<な試みがなされたが‘ここには一番普通に用いられ
28年 8 月、篠山農大並にゑ・会主催の臨海実習が福良町| ている分け方に従って、当地方に見られる種名を挙げ
で倦された折、会員諸兄の熱心な努力にも拘らず、採! ると
集品は少数種に限られたことは残念であったが、この| 潅水構……円崎、沼島等の外湾性の場所で直接波の
為に会員中に海藻とはこんな位にL か取れないもの 1 : 影響の大きい所に，アマノ日、フノリ及ひ富藻の pν
との雫合点に陥られない為と、且つは同学の土の参考| グピア、ロピユラリアのしとね状の苦手叢が見られる。
の為に、当地域産の海産植物について‘ 0 ) 出現の| 潮間借…・・干潮僚と満滋線との聞で随って 1 日に平
時期、 ( 2 ) 海霊長の棲息の状況、 0 ) 主な採集好適| 均2 回は必ず務体の露呈する部分である。この帯tこ出
地並びに、 (  < 1 . ) 種類について述べよろ。 1 現ずる海藻の種類及び量は比較. 的多い。アオサ、オア

( 1 ) 海藻の出現時期 i ノリ、ヒトエグサ、シオグサ等の緑渓はその占める面
海務の一生は l カ月乃至10カ月の寿命のものが大部 1 ; 僚が長・も広く叉最も人目を引くものの一つでもある。

分であるじ、胞子発生の際の外囲の諸条件の立凶可で、 1;褐E認ではネパリモ、カヤモノリ、ツルモ、イシゲ等、
彩 L <繁茂L たり、僅か Lか出現しなかったりする。
胞子発生の諸条件のうち、特に水温は重要な条件であ
れ 71<i温は大体季節、気温と平行するので海藻の出現
t丸〈したがって海藻採集の際の収穫の多い少ないは〉
季節に左右される。実際当地方に於て例年では 4 月
より 6 月、別けても 5 月中旬が最適といえよ号。例え
ば遜ぐる 8 月の採集会の折苦心L て渡った大国島の石
塊や岩板上には既に殆んど、顕著な群議は認められな
かったが、春頃ゆくと全ての石塊、岩』反が褐色のネパ
リモ、ヵ γモノ担その他の大苦手叢で占居されている。
叉舟で渡った海峡の部分ぽ見渡す限れアカモグを主
とL た永シ〆ワラ科縞物の群落で、為l乙舟の動きがつ
かなくなる穫である。
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五日渠では、ムカデノリ、コメノリ、オゴノロ、イソダ、
y ，> ，ゥ、イバラノ九ワγナギソウ、イトグサ等が見
られる。
漸深帯. . . …潮間掃に見られる種類はそのまま此の帯
にも延びてし、る。此の常のみに見られるもののみ挙げ
ると、ミル、ハネモ、ワカメ、アカモグ、テシグザ、
タオヤギソウ、ヒピ p ウド等で、叉海草のアマモ、ス
ガモ、ウミヒルモ等の類が見られる。

( 3 ) 主な採集好適地
地図中の地名に番号を附したのは、割合楽に種類が
多くとれる順位を無理に示したものである。即ち、 1
大関島、 2沼島、 3洲本市近郊海岸、 4 門崎、 5伊比
6 煙島、 7 阿奈賀及び弁天島、 8 蛇の鰭の11慣になるだ
ろうか。琴より初夏にかけての大蔵時の干潮をねらっ
て出かければ、干満差の比較的大きい当地方で t士、
上記のいずれの地点でも思いもかけぬ多くの、そして
時として珍らL い収穫物にこおどりされるであろ号。

(  4  ) 海藻目録

にふれ採集した結果から判明したものを列記すると下
記の目録の通りになる。恐らく将来同学のみなさんの
調査をまってこれに多数の種類が追加されるだろ号事
は申す遣もなL、。
藍藻類 リピユラ担ア、リ y グピア、カロスリツグ

瀬戸内海沿岸線の海藻の夏結れ時も但馬海岸では模| ス、アイミドリ。
様がすっかり変る。日本海岸では5 月でも平すぎ、 7 I緑藻類 ヒピミド下、アナアオサ‘ボウアオノロ、
月か 8 月初旬迄が採集に最適である。此事については| ウスメアオノリ、ヒトエグサ、シオグ、ザ、ホソジユ
他日稿を改あて述べる。 I ズ、毛、ハネ"" " . ミル，イニモセミル。

( 2 ) 海藻の箆息の状況 1  i褐藻類シオミドロ、ラルアジア、グロガシラ、モ
潮の干満との関係H ・H ・普から潮の干満と海藻の分布 (p.206へ〉
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扇 山 の 昆虫ル
奥 谷 市員

1953年 8 月18目、兵庫生物学会の催L として扇山の i出虫記出 ニイジマトラ カミ判 盈己主出2
採集会がられ忠はそれに参加させて頂く機会を得! 盟記出2などが産卵こ来ていた。また，lt 9ボシカミ
た。嵐山は海抜1300m'"(:，兵庫県では氷ノ山に次ぐ高| キリ虫記己盈謹! の美しし佐も見られ、セグカカミ
山であるが、今日まで昆虫採集にわた人出、ないら| 判訟些tatus 記 ssus が面白い政見せていたO

L ぃ。文献にも氷ノ rlH主出てくるが、扇山はなかなか|| 訟の専門のハメチ類では、わずか 5種で、立山出己
見当らない。 L たがって、ログな所でないのだろうと|

'¥1i1idatrix， fentoni， AneEgmus kiotoni.s?， 
思いながら行った次第である o

は1500時の大プナ林である。関西以西唯一の大森林| 域秋子、トワグオオカ些邑些us tow正当S

だといろととである。うち 500町歩は開拓の計爾であ' ! を得たが、恐らく兵庫県下では最初の記録であろう。

保護Lた いと思う。， いので、扇山の昆虫について概観してみた。今後機会
さて、採集L 得た昆虫であるが、いこくシ戸ズ; / を見て充分の臓を試みたい。

が還し総計70頭ほどしか採集できず、しかも小さな| なお、カミキ自の学名、和名は「水戸野( 1940): 日本
不明種がほとんどであるので、私. の手におえ; 5 ものは i産翰麹自分類目録天牛科」によった。
ほとんどなかった。そのろちから、 2 、 3興味をひい
た問題を記L てみよろ。 (p.205から〉
特に興味を感じたのはセミの Fauna である。普通
の山では下の方ではアブラゼミ・ニイニイなどで、次 i

i にミ νミνカ湘当高い所まで分布L 、ミ Y ミシが並走つ!
た頃にはz ゾゼミがきこえ、終りにロエゾ・エゾハJt I  

ゼミなどが開けるのである o
ミy の次にヨエゾ:.o-分布し、エゾゼミをとばしてい石
のは面白い。とれば恐らくエゾが針奨樹を好み、その
針葉樹がないためだろうと思われるo となりの高山氷
ノ山では、 500-700mの熊次村でエゾがかなり鳴L、て l
いる。それから上の1000mあたりのブナ林ではヨエゾ 1
・ェゾゆ抗、る。もちろん扇山の 5伽 700 m の所 i

， で、じっと耳をすますと、遠くのアカマ' 9 の林からェ i

ゾがないているのがきこえてくるが、とにかく扇山自
身にはいないようだ。またエゾハJt - は、関東の山では
9 月までいるから、 8 月中旬ではまだ当然いると思わ
れるのに聞こえなかったのは、やはりいないのかも知
れない。ェゾとコエゾは鳴き声が非常に似ているの
で、何度も耳をうたがったが、遂にエゾは聞けなかっ

ところが、潜くべき好採集地であるのに闘を見張っ
た。途中、開拓国のス居している所まで、わずかに数
本のそミを見ただけで、会く針葉樹がなく、頂上附近

た。
開拓地附近はプナや他のj関葉閣が切り倒してあり、
とれより、カミキロを数種得た。ヒゲ十ガゴマプヲ1 ミ
キリ ApaJim n a Jiturata は大山でかつて採集したと

同じように生践し、ウスイロトラカミキ p盈出訟us

当の額が分布していること・< . : - ; l b ろ号。その他日本のカ

' 9 - 夕、ネメロモ、ブグロノ目、カゴメノ日、ハメモ
ドキ、図書存ハメノ目、エゾプグ官、カヤモノ P、イ
シグ、ケウルシグサ、ウルシグサ、アミジグサ、ウ
ミウチ' 7 、オ王子ナウチワ、 '9 JJ，-モ、ワカメ、ヒジキ、
ヨレモグ、イソモグ、アカモグ、ウミトヲノオ、/
コギリモ九ヤツマノタモグ。

紅藻類 ウシゲノ日、アザグサノ p 、ベニマ zt号、
マグサ、ユイキロ、ムカデノリ、 '9 JJ，- '9 JJ，-、ヨメノ
リ、マツノリ、ヒビロウド、カニノテ、ピリヒバ、
イシゴロモ、プグロプノ P、ハナプノ目、イバラノ
日、ヒメユカロ、イソ 1)'ンツウ、オゴノ P、'7'9ナ
ギソウ、イギス、エゴノ P、イトグサ、 Zlジア、ミ
γデソゾ、プジマ Y モ。

( 5  ) むすび
吾々教職にあるものが自由に研究に使える季節は夏

期休暇であるが、夏期に於て、海務採集に比捜的満足
な結果を得る為には、県下では日本海岸の香住、諸寄
等の諸海岸が最適かと考える。然L 、沼島、鳴門海峡
の絶景を煙えた当地方は、採集以外にも種h の利得が
あり、採集季節を亙も少し早い自にすれば可なりの収
穫のある事は申す迄もなし、。
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